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龍
渓

グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
る

白
山
の
高
度
測
定
に
つ
い
て

育巨

渓

行

明
治
四
年
の
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
に
か

け
て
の
白
山
登
山
で
彼
が
行
っ
た
白
山
の
高
度
の
測

定
と
、
彼
と
全
く
同
じ
方
法
で
行
っ
た
我
々
の
検
証

グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
る
白
山
の
高
度
測
定
に
つ
い
て

実
験
に
つ
い
て
述
べ
た
い

一
グ
リ
フ
イ
ス
の
白
山
の
高
度
測
定

グ
リ
フ
ィ
ス
一
行
は
、
明
治
四
年
八
月
二
十
三
日

の
午
後
白
山
山
頂
に
到
着
し
、
高
さ
を
測
定
し
た
。

そ
の
様
子
を
彼
が
姉
7

ギ
|
に
書
き
送
っ
た
手
紙
か

ら
覗
い
て
み
よ
う
。

寸
私
は
岩
の
聞
に
風
を
よ
け
る
場
所
を
確
保
し
、

毛
布
の
助
け
を
借
り
て
湯
を
沸
騰
さ
せ
、
そ
の
沸
点

を
調
べ
た
。
そ
れ
は
、
華
氏
一
九
五
度
(
セ
ツ
氏
九

0
・
六

σ)
で
沸
騰
し
た
。
そ
れ
は
白
山
の
高
き
が

九
二
三
一

O
フ
ィ
ー
ト
(
二
八
一
五

m
)
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
富
士
山
の
高
さ
の
%
よ
り
少
し
高

L
 

.. L
 

こ
の
文
の
少
し
前
に
は
、
当
日
の
天
気
は
晴
れ
て

い
た
が
、
一
行
は
大
変
疲
れ
て
い
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス

以
外
の
一
行
の
者
は
翌
日
の
登
頂
を
主
張
し
た
が
、

彼
は
天
気
が
下
リ
坂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
予
見
し

て
、
登
頂
を
決
行
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
登

頂
は
午
後
四
時
一
一
一

O
分
か
ら
五
時
頃
で
あ
る
。

測
定
の
様
子
は
、
彼
は
風
が
当
ら
な
い
場
所
を
選

ん
で
、
湯
を
沸
騰
さ
せ
、
そ
の
沸
点
か
ら
、
山
の
高

さ
を
計
算
し
た
。
し
か
し
彼
は
山
を
測
定
す
る
の
に
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気
圧
計
も
準
備
し
た
が
、
故
障
し
て
使
、
え
な
か
っ
た

こ
と
を
し
る
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
度
を
測

る
目
的
で
周
到
な
準
備
を
し
て
臨
ん
で
い
た
。

こ
こ
で
二
つ
の
疑
問
点
が
残
る
。
一
つ
は
ど
う
や

っ
て
湯
を
沸
騰
さ
せ
た
か
で
あ
る
。
白
山
々
頂
の
空

気
の
密
度
は
地
表
の
約
五
に
な
る
の
で
薪
で
湯
を
沸

か
す
の
は
無
理
で
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
日
本
に
来

る
前
、
明
治
二
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
し
て
お
り
、

ス
イ
ス
も
訪
問
し
て
い
る
か
ら
、
登
山
用
の
石
油

コ
ン
ロ
か
ガ
ソ
リ
ン
コ
ン
ロ
を
使
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
他
の
疑
問
は
沸
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
方
法
で

山
の
高
き
を
計
算
し
た
か
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
点
に

つ
い
て
は
何
に
も
ふ
れ
て
は
い
な
い
。
福
井
市
立
郷

土
歴
史
博
物
館
の
「
日
下
部
文
庫
」
中
に
日
下
部
太

::聞
」:]罷1Jふ
………… 

山山叫

間四帥肘刊陶凶...岬・m
11'" 

郎
が
米
国
ラ
ト
ガ

l
ス
大
学
で
学
ん
だ
教
科
書
が
保

存
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
の
物
理
学
書
中
に
水
の

沸
点
か
ら
山
の
高
さ
を
測
定
す
る
方
法
に
つ
い
て
述

べ
た
一
節
が
あ
る
。
引
用
す
る
と
、
「
山
に
登
る
と

液
体
の
沸
点
は
下
が
る
。
何
故
な
ら
、
大
気
圧
が
小

さ
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
鉱
道
を
下
り
る
と
、

そ
れ
は
上
昇
す
る
。
正
確
な
観
測
に
よ
れ
ば
、
約
五

四
三
フ
ィ
ー
ト
の
高
さ
の
違
い
で
、
水
の
沸
点
は
華

氏
一
度
変
化
す
る
。
・
:
L
と
あ
る
。
こ
の
関
係
を
適

用
す
る
と
、
水
の
沸
点
は
華
氏
二
一
二
度
(
一

O
O
C
)

で
そ
れ
が
華
氏
一
九
五
度
(
九

0
・
六

σ)
に
な
っ

た
か
ら
、
差
は
華
氏
一
七
度
。
従
っ
て
高
さ
の
差
は

五
四
三
×
一
七

1
九
二
三
一
フ
ィ
ー
ト
と
な
る
。
こ

れ
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
値
九
二
三

O
フ
ィ
ー
ト
に

一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
福
井
で
の
化
学
の
講
義
録

中
に
「
大
気
」
を
扱
っ
た
項
目
が
あ
る
の
で
、
グ
リ

フ
ィ
ス
が
こ
の
方
法
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
十
分

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
福
井
市
立
図
書
館
所
蔵
の

明
新
館
越
国
文
庫
中
に
、
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
年
)
発

行
の
同
じ
物
理
学
書
が
あ
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
が
、
ラ
ト

ガ

l
ス
大
学
に
入
学
し
た
の
は
慶
応
元
年
だ
か
ら
、

在
学
中
に
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
学
ん
で
い
た
か
も
知
れ

な
い
。
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
彼
が
準
備
し
た
気
圧

計
は
彼
の
手
作
り
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
は
彼
の
化
学
の
テ
キ
ス
ト
の
裏
と
ぴ
ら
に
彼
の

筆
跡
で
気
圧
計
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
も
っ
と
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
。

白
山
の
高
度
の
測
定

グ
リ
フ
ィ
ス
の
測
定
値
に
ど
れ
だ
け
の
信
頼
性
が

あ
る
か
を
調
べ
る
目
的
で
、
彼
の
登
頂
し
た
の
と
同

じ
日
時
に
、
同
じ
方
法
で
水
の
沸
点
の
測
定
を
行
っ

た
。
彼
の
測
定
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
十
五
周
年
に
当
る

昭
和
六
十
一
年
八
月
二
十
三
日
、
午
後
四
時
三
十
分

に
山
頂
に
到
着
。
天
気
は
晴
。
気
温
一
二
了

o
t。

気
圧
は
手
持
の
高
度
計
で
七
三
了
、
、
リ
バ
ー
ル
。
山

頂
の
岩
場
の
風
の
当
ら
な
い
場
所
を
選
ん
で
、
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
で
水
を
加
熱
沸
騰
さ
せ
、

%σ
目
盛
の
標

準
温
度
計
を
五
分
間
煮
沸
さ
せ
て
、
九

0
・
六

σを

得
た
。
驚
い
た
こ
と
に
は
、
彼
の
値
と
全
く
一
致
し

て
い
た
。

彼
の
測
定
は
十
分
信
頼
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
し
、
そ
の
科
学
的
探
求
心
の
す
ば
ら

し
さ
に
改
め
て
う
た
れ
た
。
彼
が
得
た
白
山
の
高
さ

九
二
三
一

O
フ
ィ
ー
ト
(
二
八
一
五

m
)
は
、
地
図
に
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示
さ
れ
た
値
二
七

O
二

m
と
比
べ
る
と
一

O
O
m
以

上
も
高
く
見
積
っ
て
い
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、

沸
点
の
測
定
と
は
、
蒸
気
の
温
度
を
測
定
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
彼
は
沸
騰
し
て
い
る
水
温
を
測
定

し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
不
備
に
つ
い
て
は

彼
は
十
分
承
知
し
て
い
た
。
し
か
し
、
完
全
な
測
定
を

行
う
た
め
の
器
具
は
手
元
に
な
か
っ
た
は
ず
だ
し
、

山
頂
ま
で
運
ぶ
こ
と
も
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

ま
た
、
沸
点
は
、
当
日
の
気
圧
に
影
響
さ
れ
る
。
翌

日
が
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
悶
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
気
圧

は
低
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
分
沸
点
は

低
く
な
り
、
高
さ
は
大
き
く
見
積
も
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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均王ω
山
下
英
一
一
編

w
-
Eグ
リ
フ
ィ
ス
昭
和
五
十
七
年

「
福
井
か
ら
の
手
紙
一
八
七
一

1
一
八
七
二
(
英
文
)
」

頁
八
八
。
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
明
治
四
年
八
月
二
十

六
日
。

ω
山
下
英
一
著
寸
グ
リ
フ
ィ
ス
先
生
越
前
豆
日
記
L

昭

和
六
十
年
頁
五

O
。

ω
こ
れ
ら
の
書
は
、
日
下
部
が
留
学
中
死
亡
し
た
た
め
、

グ
リ
フ
ィ
ス
が
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
と
の
こ
と
。

山
下
英
一
著
「
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
」
(
福
井
県
郷
土

新
書
5

昭
和
五
十
四
年
)
百
二
七
八
|
一
七
九
。

凶

d-
巴
「
巳
ζ
〉

Z
L同
一

]
V
E
Z
2
E
L同
∞

。
同
℃
出

J

ヘ∞円。∞
w

O
円

Z
〉、
HdCHN
〉
「
同
υ
Z
H
F
O
ω
O

℃
E
J
ヘ3

∞問。
o
z
u
開
口
H

吋円

()Z
一
叶
同
開
0
1
ロ
o
m何

回「
Hωω

除
。
0
.

同∞叶
0

・

3
・
品
目
】

l
怠
N
・

同
い
く
つ
か
の
文
献
(
例
え
ば
グ
リ
フ
ィ
ス
著

英
一
訳
「
明
治
日
本
体
験
記
」
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
四

三
O

昭
和
五
十
九
年
)
頁
二
三
七
。
)
で
は
九
三
三

O
フ
ィ
ー
ト
と
あ
る
が
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
転
記
ミ
ス
で

あ
ろ
、
7
0

附
内
田
高
峰
他
。
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
化
学
講
義
ノ

l
ト」

化
学
史
研
究
開
ハ
〉
。
〉
穴
Cω
回
目
昭
和
六
十
一
年
頁
三

一
一
|
四
二
。

間
前
掲
書
附
。
頁
三
四
及
び
頁
四
一
の
補
注
二
六
。

附
前
掲
書
問
。
頁
二
三
七
に
寸
寒
暖
計
だ
け
の
不
完
全

な
測
定
方
法
L

と
あ
る
。

則
前
掲
書
凶
百
九
四
六
二
に
測
定
器
具
の
図
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

一
ミ
リ
バ
ー
ル
に
つ
き
約
十

m
の
誤
差
が
出
る
。

山
下
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